
 

 

職員の交通事故及び違反に係る懲戒処分の基準 

 

１ 趣  旨 

 

この懲戒処分の基準は、職員が率先垂範して交通法規を遵守し、安全運転に徹し

て交通事故防止に努めることを目的に定める。 

 

 

２ 基  準 

 

（1）飲酒運転（酒気帯び運転を含む）をした職員は免職又は停職とする。この場合

において、人を死亡させた場合は、免職とする。 

（2）飲酒運転（酒気帯び運転を含む）となることを知りながら、同乗し又は飲酒を

勧めた職員は、免職又は停職とする。 

（3）著しい速度超過違反により、交通事故を起こした職員は停職、減給又は戒告と

する。この場合において、人を死亡させ、又は重傷を負わせた職員は、免職又は

停職とする。 

（4）交通事故で人を死亡させた職員は、停職又は減給とする。この場合において、

その職員の過失が重大である場合には、免職又は停職とする。 

（5）交通事故で人に重傷を負わせた職員は、戒告とする。この場合において、その

職員の過失が重大である場合には、停職又は減給とする。 

（6）交通事故を起こした場合において、事故後の救護を怠る等の措置義務違反を行

った職員は、免職又は停職とする。 

（注）１ 処分を行うに際しては、事故の発生原因及び発生状況、当該職員の職

責等も考慮の上判断するものとする。 

   ２ 交通事故及び交通違反等の報告を怠った場合には、量定を加重し、処

分を行うものとする。 

 

 

３ 適  用 

 

この基準は、平成１８年１１月１日から適用する。 


